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１Ｄ０７

初等中等教育における教育ＤＸの本質的意義

～災害レジリエンスの社会的構築の観点から～

○石橋哲（東京理科大学）

 ははじじめめにに

「工業化社会」のオペレーティングシステム「計画的勤勉性」「文書主義」は日本においては明治期の

国民国家化と共に学校制度を通じて展開・定着した。「情報社会」から「超スマート社会」へ移行する現

代は更新が必要となる［1］。 
 

第 6 期科学技術・イノベーション基本計画は人材育成の強化を 3 つの柱の一つと位置付け、初等中等

教育にも言及している。教育指導要

領が記載する「対話的・主体的で深い

学び」が鍵となる。 
 
かつて学校は最新メディアを備え

すべての分野機能を担った（図１左

図。内閣府［2］）。西山［3］は環境の

変化と組織のあり方をレイヤ構造で

認識する思考法をデジタルトランス

フォーメーション（ＤＸ）の思考法と

し、レイヤ相互の組み合わせによる

イノベーション活性化の重要性を説

く。教育ＤＸの先は、分野や機能ごと

の多層構造・協働体制、社会を構成す

る様々なリソースを組み合わせ、子

どもの特性を重視した学びの時間と

空間とか多様化する図1右図となる。 
 
パラダイムシフトは世代交代によ

ってなされる（クーン［4］）。科学技

術・イノベーション基本計画の教育 DX への言及は、イノベーション創発社会への変革を唱えつつ一向

に変わろうとしない社会の変革を、「対話的・主体的な深い学び」への姿勢を身に着けた子どもたちへの

世代交代に期したともいえる。 
 
林ら［5］は 1900 年代、初等中等教育機関たる学校は近代社会形成に向けた社会変革発信の機能を担

ったことを示した。今、求められる教育ＤＸにどうであろうか。 
生徒にとって身近なルールである校則を論理的つくり直す

「みんなのルールメイキングプロジェクト」は、経済産業省

が「未来の教室」事業

の中で認定 NPO 法人

カタリバとの協業で取

り組む。ホームページ

では、「ルールメイキ

ング」は学校の校則・

ルールの対話的な見直

しを通じて、みんなが

主体的に関われる学校をつくっていく取り組みです。校則を変

（図 1）学びの時空間の変化（Society5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策
パッケージ（内閣府、2022）から、筆者加工

（図 2） みんなのルールメイキングプロジェクト
（2022 年 9 月 7 日最終確認）

（図 3） 職員室における変化（浅野［6］）
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えることが目的ではなく、生徒や先生同士で対話を重ね、みんなの納得解をつくっていくプロセスを

大切にしています。」としている。 
浅野［6］は、取組の中で、子どもたちの取り組みが大人社会に作用し、職員室が高信頼性組織に繋が

ってゆく現象に着目した。そこでは世代を超えて、「対話的・主体的で深い」学び合いの構図が現出する。 
 
過去 5 年で激甚災害指定政令は 20 件に上り、「何十年に一回」級災害が年複数発生する。巨大災害や

都市圏災害においては，既存のコミュニティが事実上崩壊する。「災害ユートピア」の現出如何に関わら

ず、「災害レジリエンス」として、当事者・関係者には新しくコミュニティを主体的に構築していく力が

求められる．そのような力は，「対話的・主体的な深い学び」を通して身についていくのではないかと考

える． 
 

 専専攻攻研研究究

22--11  「「災災害害レレジジリリエエンンスス」」ににつついいてて  
＜＜防防災災工工学学分分野野＞＞ 

「災害レジリエンス」は「災害」によって引き起こされる「想定外の極端現象に遭遇しても平常の営 
を損なわない，また，被害が避けられない状況に陥っても，その被害を極力抑えてそれを乗り越えて復 
活する組織や地域社会がしなやかに立ち直る力」とされ、東日本大震災後の復旧課題の中で注目されて 
いる。小室［7］は「災害レジリエンス」に関する研究は，主として，防災工学等の分野で進んでおり， 
例えば，災害レジリエンスを構築する重要要素として「災害による被害そのものの低減」「復旧活動の開 
始の早期化」「復旧活動自体の効率化」が指摘する。 
＜＜教教育育分分野野＞＞  

教育分野では、「復旧活動自体の効率化」に資すると考えられる「地域住民の防災減災意識の恒常的啓 
発」の文脈での防災教育や，災害に関する自然史標本や遺構を活用した「想起教育」の実践的研究がみ

られる。 
 
22--22「「学学校校」」のの社社会会的的機機能能ににつついいてて  

林ら［5］は 1900 年代の奈良県師範学校附属小学校を事例として「学校の福祉的機能」の形成過程を

分析し、初等中等教育機関たる学校は近代社会形成に向けた社会変革発信の機能を担ったことを示した。

初等中等教育の社会形成機能について意義ある分析である。 
 
22--33 批批判判  

災害時・復興時における学生の果たした役割に関する報告，災害復興に関しては高校生も当事者能力

と資質を備えていたとする研究などはあるが、学校と地域住民が連動して「災害レジリエンス」を高め

ることを企図する「災害レジリエンス教育」と呼べる教育ＤＸによる学び合いの研究は未開拓である。 
 

 仮仮説説

以下では、地域社会の「災害レジリエンス」構築に向けた実践活動に高校生が参画する事例を分析、

「対話的・主体的な深い学び」が、学校と社会の境界や世代を超えて共有される可能性があることを確

認することを通じて教育ＤＸの本質的意義を検討する 
 

 検検証証

44--11  検検証証方方法法  
宇和島 NPO センターが主

催する防災企画「BOSAI ゼミ

な～る」の、参加者に現れる

変化を観察した（図 4）。
「BOSAI ゼミな～る」とは，

「平成 30 年 7 月西日本豪

雨」により甚大な被害を受け

た愛媛県宇和島市において，宇和島 NPO センターが企画し，宇和島市の後援によって 2020 年 10 月に

発足した防災意識喚起イベントである（https://uwajima-npo-center.jp/blogs/bousai-seminor）。 

（図 4） BOSAI ゼミな～る 2020 年度（事務局運営会議資料（宇和島市役所作成）から筆者加工）
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開催に際しては「コロナ禍」を勘案し、zoom
利用、YouTube 配信等を行っっている。また、参

加者の心理的安全に配慮し、事前交流会、議論の

「見える化」、ファシリテータがコメントを挟む

など、対話促進を工夫した（図 5）。 
2020 年度には，愛媛県立宇和島東高等学校と、

東日本大震災・福島原発事故による影響を経験し

た福島県立福島高等学校の生徒有志が参加，同年

11 月，12 月，21 年 3 月の計三回にわたり災害

対応，復興をめぐる対話活動を行った。2021 年

度には，前年度の二校に加え，灘（兵庫），矢掛（岡

山），南宇和（愛媛）の三高校からの参加を得，年度内に計 4 回の活動を実施している。 
 

4-2 検証 
図 6は 2020年度

各回の主な発言メ

モである。高校生が

災害の体験やそれ

に関わる思い、身の

回りの日常の意義

について外部から

の目線での指摘も

含めて自分の言葉

で話すことによっ

て、議論と学び合い

が成立したことを

確認した。回を重ね

るごとに発言がよ

り主体的に変化す

ることを確認した。 

2021 年度においては参加 5 校の生徒がそれぞれの取り組み

について、4 回にわたり報告議論を重ねた（21 年 7 月キックオ

フ、21 年 11 月計画発表⇒21 年 12 月実施報告、22 年 3 月次年

度行動計画議論）。第三回（21/11）に宇和島東高、宇和島南中

等教育学校の生徒から、高校生が主体的に企画運用に参画する

宇和島市文教地区内の小中学校との合同避難訓練計画の報告

を受け、各校生徒が防災意識アンケート（福島高校、南宇和高

校）や校内防災施設調査・提言（灘高校）、被災地域の方との意

見交換と災害時の匂い再現コンテスト（矢掛高校）等を行った。

第 4 回(22/3)には、各校から年度内活動を受け、さらに福島高

校の生徒から、「避難訓練」を生徒主導で行う構想が発表された

（図 7）。 
 
 結結論論

取り組みを通じて、高校生が他地域との同世代対話を通じ、災害復興について真摯な議論を交わし、

互いに共感しつつ、各地域で起こっていることを自分事化していくプロセスがみられ、主体的な態度を

訓練する場としての有効であることを確認できた。また、高校生の姿勢は、視聴者、運営側の大人にも

社会に対して果たすべき役割への気づき、自らの行動を社会に対して有効なものにしていく必要性を実

感させるなどの学びをもたらした。高校生による「災害レジリエンス」構築に向けた実践活動が、「対話

的・主体的で深い学び」を学校と社会の境界や世代を超えて帰結する可能性があることを確認した。 

（図 5） BOSAI ゼミな～る運営体制

（図 6）2020年度発言メモ（事務局作成資料に筆者加工）

図7福島高校生による生徒指導の高校周辺防災訓練
計画案
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 考考察察

高校生による取り組みは、大人社会に影響し、大人におい

て対話的・主体的で深い学びに向けて開かれたマインドセッ

トを帰結する可能性がある。 
 
ところで、災害復興曲線は放物曲線と相似する。放物曲線

は射出確度と初速度に依存する。災害復興曲線においては、

前者は社会における知識。スキルに該当し、後者は態度・価

値観に当たるだろう。 
 

パラダイムシフトは世代交代によってなされる。 
科学技術・イノベーション基本計画は、社会の変革を、「対

話的・主体的な深い学び」への姿勢を身に着けた子どもたち

への世代交代に期した。 
学校は近代社会形成に向けた社会変革発信の機能を担う。 
教育ＤＸは、分野や機能ごとの多層構造・協働体制、社

会を構成する様々なリソースを組み合わせ、子どもの特性 
を重視した学びの時間と空間とか多様化する。 
 

教育ＤＸにより、学校が地域社会に開かれた「場」になることは、「対話的・主体的な深い学び」が、

学校と社会の境界や世代を超えて共有され「知識」と「スキル」を繋ぐ「態度・価値観」を涵養、同時

に災害レジリエンスの向上に資する大きな可能性に繋がる。 
 

 課課題題とと貢貢献献

 
地域社会に開かれた「場」での「対話的・主体的な深い学び」は「知識」と「スキル」を繋ぐ「態度・

価値観」を涵養、同時に災害レジリエンスの向上に資する大きな可能性に繋がることを確認した。 
教育ＤＸは、学校を地域社会に開き、「対話的・主体的な深い学び」が学校と社会、世代間の境界を超

えて共有される契機となる。 
教育学の分野に「災害レジリエンス」をテーマとする新しい教育実践学を構築する可能性を提示する

には更なる定量的検証を必要とする。今後の課題としたい。 
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位に敬意と感謝を届けたい。 
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（図 8）放物曲線と復興曲線の相似

（図 9） 「BOSAI ゼミな～る」
は、防災国体 2022 に参加
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